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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第35期
第２四半期
累計期間

第36期
第２四半期
累計期間

第35期

会計期間
自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日

自  平成25年２月１日
至  平成25年７月31日

自  平成24年２月１日
至  平成25年１月31日

売上高 (千円) 1,691,985 1,582,103 3,217,830

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) 62,529 △44,291 60,786

四半期(当期)純利益 (千円) 27,845 11,364 15,625

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― 5,435

資本金 (千円) 741,682 743,682 741,682

発行済株式総数 (株) 7,160,160 7,179,160 7,160,160

純資産額 (千円) 2,412,527 2,425,278 2,407,896

総資産額 (千円) 4,268,638 4,260,097 4,203,552

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 3.89 1.59 2.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 3.82 1.58 2.18

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 56.5 56.9 57.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 117,650 △6,268 164,303

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △62,453 22,676 △140,343

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 60,337 △34,516 49,618

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 720,552 660,928 678,780

　

回次
第35期
第２四半期
会計期間

第36期
第２四半期
会計期間

会計期間
自  平成24年５月１日
至  平成24年７月31日

自  平成25年５月１日
至  平成25年７月31日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △4.29 △3.28

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  持分法を適用した場合の投資利益については、第35期第２四半期累計期間及び第36期第２四半期累計期間は

関連会社の損益等からみて重要性が乏しいため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。

なお、第１四半期会計期間において、関連会社Techno Trichem Laboratory Corporationの清算手続きが

完了いたしましたため、当社グループは、関連会社１社((株)エッチ・ビー・アール)及びその他の関係会社

１社(JSR(株))により構成されております。

事業系統図は、次のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、円高の是正や株式市場の好転等により、個人消費を中心

に徐々に持ち直しの兆しを見せ始めておりますが、電力や輸入原材料の価格上昇、欧州経済に対する不

安、新興国の景気減速懸念といった不安材料も依然根強く、全体としては先行きの不透明感を払拭できな

い状況で推移いたしました。

当社の主要な販売先であります半導体業界におきましても、PC・デジタル家電向けや新興国等の需要

低迷の影響を受け続けておりますが、一方スマートフォン・タブレット向けの需要は比較的堅調に推移

しており、少しずつではありますが回復の兆しが見え始めております。また、太陽電池業界におきまして

は、依然として全体の供給は過剰気味であり、金額ベースにおける市場の成長は足踏みを続けておりま

す。

このような状況下、当社といたしましては製造・販売・開発を中心に一丸となって企業としての体質

強化に取り組むとともに、既存顧客に加え海外を中心とした新規顧客への取り組み強化等を図ってまい

りました。

一方、利益面に関しましても、全社を挙げて経費削減に取り組むとともに、生産の効率化や全社的な合

理化施策等により収益の向上を図ってまいりました。

しかしながら、東アジア、特に中国・韓国に向けた需要が当初の想定に比べて若干低調に推移した状況

を受けまして、売上高は1,582,103千円（前年同期比6.5％減）にとどまり、営業損失は49,877千円（前年

同期は57,762千円の利益）、経常損失は44,291千円（同62,529千円の利益）となりました。一方で、関係

会社清算益の特別利益計上等により四半期純利益は11,364千円（前年同期比59.2％減）となりました。

なお、当社の事業は、半導体等製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメント

であるため、セグメント別の記載を省略しております。　

　

(2) 財政状態の分析

 (流動資産)

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、前事業年度末比171,993千円増加し、2,399,545千

円となりました。その主な要因は、流動資産のその他が減少した一方で、受取手形及び売掛金、仕掛品が増

加したことによるものであります。
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 (固定資産)

当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、同115,448千円減少し、1,860,552千円となりまし

た。その主な要因は、減価償却が進んだこと等により有形固定資産の残高が減少したこと、及び関係会社

清算等により投資その他の資産が減少したことによるものであります。

 (流動負債)

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、同32,091千円減少し、1,393,072千円となりまし

た。その主な要因は、短期借入金、1年内返済予定の長期借入金の減少が原材料等の仕入の増加に伴う買掛

金の増加を上回ったことによるものであります。

 (固定負債)

当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、同71,254千円増加し、441,746千円となりました。

その主な要因は、長期借入金の増加によるものであります。

 (純資産)

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、同17,382千円増加し、2,425,278千円となりました。

その主な要因は、新株発行により資本金、資本剰余金が増加したこと、及び四半期純利益の計上により利

益剰余金が増加したことによるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比

べ17,851千円減少し、660,928千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果支出した資金は6,268千円（前年同期は117,650千円の収入）となりました。これは主

に、売上債権の増加額151,001千円、たな卸資産の増加額67,037千円等のマイナス要因が減価償却費

126,603千円、仕入債務の増加額65,038千円等のプラス要因を上回ったことによるものであります。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は22,676千円（同62,453千円の支出）となりました。これは主に、関係会

社の清算による収入67,949千円が有形固定資産の取得による支出43,249千円等を上回ったことによるも

のであります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果支出した資金は34,516千円(同60,337千円の収入）となりました。これは主に、短期借

入金の減少額70,000千円が長期借入金の収支のプラス35,140千円を上回ったことによるものでありま

す。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は131,941千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,240,000

計 27,240,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年９月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,179,160 7,179,160
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 7,179,160 7,179,160 ― ―

(注)  平成25年７月16日付で東京証券取引所と大阪証券取引所は現物市場を統合しておりますので、同日以降の上場金

融商品取引所は東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年５月１日～
平成25年７月31日(注)

19,0007,179,1602,000 743,682 2,000 644,682

(注)  新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

平成25年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＪＳＲ㈱ 東京都港区東新橋１丁目９－２ 1,435,900 20.00

竹中  潤平 神奈川県相模原市南区 1,027,560 14.31

相澤  康雄 神奈川県相模原市中央区 584,540 8.14

斎藤  隆 神奈川県相模原市南区 437,710 6.09

㈱山梨中央銀行 山梨県甲府市丸の内１丁目20-８ 350,000 4.87

トリケミカル研究所従業員持株会 山梨県上野原市上野原8154番地217 276,700 3.85

小杉  尚 兵庫県西宮市 146,000 2.03

天野  清美 神奈川県川崎市幸区 115,100 1.60

鈴木  裕之 愛知県岡崎市 105,900 1.47

木曽  幸一 神奈川県相模原市緑区 105,300 1.46

計 ― 4,584,710 63.86

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式       7,177,80071,778
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

単元未満株式 普通株式           1,360― 同上

発行済株式総数 7,179,160― ―

総株主の議決権 ― 71,778 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式73株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 管理本部副本部長 高塚　英明 平成25年５月12日
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第４ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成25年５月１日から

平成25年７月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年２月１日から平成25年７月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社　トリケミカル研究所(E02490)

四半期報告書

 9/17



１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年１月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 678,780 660,928

受取手形及び売掛金 1,030,394 1,181,395

商品及び製品 13,679 25,827

仕掛品 178,608 225,022

原材料及び貯蔵品 223,730 243,285

その他 103,616 64,361

貸倒引当金 △1,257 △1,275

流動資産合計 2,227,551 2,399,545

固定資産

有形固定資産

建物 966,026 970,216

減価償却累計額 △450,604 △472,144

建物（純額） 515,421 498,071

機械及び装置 742,779 859,307

減価償却累計額 △478,479 △515,094

機械及び装置（純額） 264,299 344,212

工具、器具及び備品 974,379 989,307

減価償却累計額 △704,301 △759,939

工具、器具及び備品（純額） 270,078 229,367

土地 608,641 608,641

その他 307,534 197,504

減価償却累計額 △80,121 △87,741

その他（純額） 227,412 109,763

有形固定資産合計 1,885,854 1,790,057

無形固定資産 5,349 6,148

投資その他の資産 84,796 64,346

固定資産合計 1,976,000 1,860,552

資産合計 4,203,552 4,260,097
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年１月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 56,730 121,768

短期借入金 ※
 900,000

※
 830,000

1年内返済予定の長期借入金 232,926 198,218

未払法人税等 1,903 4,520

賞与引当金 40,750 34,052

その他 192,852 204,512

流動負債合計 1,425,163 1,393,072

固定負債

長期借入金 350,178 420,026

退職給付引当金 12,405 15,862

その他 7,908 5,858

固定負債合計 370,492 441,746

負債合計 1,795,655 1,834,818

純資産の部

株主資本

資本金 741,682 743,682

資本剰余金 642,682 644,682

利益剰余金 1,024,373 1,035,737

自己株式 △18 △18

株主資本合計 2,408,719 2,424,084

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △823 1,194

評価・換算差額等合計 △823 1,194

純資産合計 2,407,896 2,425,278

負債純資産合計 4,203,552 4,260,097
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年２月１日
　至 平成25年７月31日)

売上高 1,691,985 1,582,103

売上原価 1,146,884 1,158,192

売上総利益 545,100 423,910

販売費及び一般管理費 ※１
 487,337

※１
 473,787

営業利益又は営業損失（△） 57,762 △49,877

営業外収益

受取利息 38 35

受取配当金 9,441 3,317

為替差益 1,320 7,319

その他 1,948 3,162

営業外収益合計 12,749 13,835

営業外費用

支払利息 7,660 6,985

その他 322 1,264

営業外費用合計 7,982 8,250

経常利益又は経常損失（△） 62,529 △44,291

特別利益

関係会社清算益 － 44,039

子会社清算益 29,762 －

特別利益合計 29,762 44,039

特別損失

投資有価証券評価損 4,264 －

損害賠償金 ※２
 52,610 －

特別損失合計 56,875 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 35,417 △251

法人税、住民税及び事業税 2,821 4,192

法人税等調整額 4,749 △15,809

法人税等合計 7,571 △11,616

四半期純利益 27,845 11,364
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年２月１日
　至 平成24年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年２月１日
　至 平成25年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

35,417 △251

減価償却費 134,731 126,603

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,768 △6,698

受取利息及び受取配当金 △9,480 △3,352

支払利息 7,660 6,985

関係会社清算損益（△は益） － △44,039

投資有価証券評価損益（△は益） 4,264 －

子会社清算損益（△は益） △29,762 －

損害賠償損失 52,610 －

売上債権の増減額（△は増加） 83,729 △151,001

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,048 △67,037

前渡金の増減額（△は増加） － 14,985

仕入債務の増減額（△は減少） △67,543 65,038

未払又は未収消費税等の増減額 19,173 △17,320

未払金の増減額（△は減少） 1,443 2,184

その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,471 △4,427

その他の流動負債の増減額（△は減少） 27,158 28,889

その他の固定負債の増減額（△は減少） 869 3,456

その他 △500 4,236

小計 236,018 △41,749

利息及び配当金の受取額 9,480 3,352

利息の支払額 △7,692 △6,999

法人税等の支払額 △120,156 △4,864

法人税等の還付額 － 43,992

営業活動によるキャッシュ・フロー 117,650 △6,268

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △600 △601

有形固定資産の取得による支出 △102,517 △43,249

無形固定資産の取得による支出 － △1,422

関係会社の清算による収入 － 67,949

子会社の清算による収入 40,663 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △62,453 22,676

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △70,000

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △100,942 △164,860

リース債務の返済による支出 △3,448 △3,602

株式の発行による収入 － 4,000

自己株式の取得による支出 △15 －

配当金の支払額 △35,256 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー 60,337 △34,516

現金及び現金同等物に係る換算差額 △42 256

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 115,491 △17,851

現金及び現金同等物の期首残高 605,060 678,780

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 720,552

※
 660,928
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。これら契

約に基づく借入金未実行残高等は次のとおりであります。
　

　
前事業年度

(平成25年１月31日)
当第２四半期会計期間
(平成25年７月31日)

当座貸越極度額 1,500,000千円 1,500,000千円

借入実行残高 900,000 〃 830,000 〃

差引額 600,000千円 670,000千円

　

(四半期損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成25年２月１日
至  平成25年７月31日)

  貸倒引当金繰入額 △185千円 18千円

  給与手当 95,767 〃 99,154 〃

  賞与引当金繰入額 16,550 〃 12,548 〃

  退職給付費用 4,164 〃 4,557 〃

  研究開発費 137,047 〃 131,941 〃

　

※２  当社製品の不具合により特定顧客に与えた損害に対する賠償金であります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

　

　
前第２四半期累計期間
(自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成25年２月１日
至  平成25年７月31日)

現金及び預金 720,552千円 660,928千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ― 〃 ― 〃

現金及び現金同等物 720,552千円 660,928千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自  平成24年２月１日  至  平成24年７月31日)

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月26日
定時株主総会

普通株式 35,800 5 平成24年１月31日 平成24年４月27日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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当第２四半期累計期間(自  平成25年２月１日  至  平成25年７月31日)

１  配当金支払額

該当事項はありません。

　

２  基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会社

であるため、記載を省略しております。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、半導体等製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントである

ため、記載を省略しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成25年２月１日
至  平成25年７月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 3円89銭 1円59銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 27,845 11,364

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(千円) 27,845 11,364

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,160,115 7,168,904

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 3円82銭 1円58銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 127,391 7,952

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２５年９月１３日

株式会社  トリケミカル研究所
取  締  役  会    御  中
　

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
公認会計士  小  林      宏      ㊞

業 務 執 行 社 員
　

指定有限責任社員
公認会計士  前  田  隆  夫      ㊞

業 務 執 行 社 員
　

指定有限責任社員
公認会計士  大　屋　誠三郎      ㊞

業 務 執 行 社 員

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社トリケミカル研究所の平成２５年２月１日から平成２６年１月３１日までの第３６期事業年度の第２四半期会

計期間（平成２５年５月１日から平成２５年７月３１日まで）及び第２四半期累計期間（平成２５年２月１日か

ら平成２５年７月３１日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され

る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トリケミカル研究所の平成２５年７月３１日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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